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(1)方 限紙に直線を引き,直線に沿って鏡を垂直に立

てた。その後,図のように,光源装置から出した光

を鏡に当てて,鏡で反射した光の進み方を調べた.

図における反射光の道筋について,最 も適当に表

しているものを,次 のア～工の中から一つ選んで ,

その記号を書きなさい。 図

(2)ビーカーに入った液体のろうを常温でゆっくり冷やしたところ,ろ うが液体から固体に変

化し,図のように, ビーカーの中央に大きなくばみができた。ろうが液体から固体に状態変

化したときの体積と密度の変化について, ||:し く述べているものを,次のア～工の中から ―

つ選んで,その記号を書きなさい。

イ

エ

ア 体積が増ぇるので,密度は大きくなる。
イ 体積が減るので,精度は大きくなる。
ウ 体積が増えるので,密度は小さくなる。
工 体積が減るので,密度は小さくなる。
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(3)太郎さんは,イ ンターネットや図鑑などを用いて,無セキツイ動物の体のつくりを調べた。

図は, このとき調べた トンボの体のつくりを模式的に表 したもので, 1ヽ ンボは昆虫類である

ことがわかつた。 トンボの体に見られるつくりとトンボのあしが見られる部位の組み合わせ
として正しいものを,次のア～力の中つヽら一つ選んで,その.L号を書きなさい。

トンボの体に見
られるつくり

トンボのあしが

見られる部位

ア 外骨格 P頁音「

イ 外とう膜 i旬吉F

ウ 外青格 腹部

エ 外とう膜 凛ヨ音F

オ 外骨格 11吉「

カ 図

(4)日本は,広い大陸と海洋にはさまれた中緯度地帯に

位置しており,大陸と海洋上には,季節ごとに気温や

湿度の異なる大きな気団が発達する。図は, 日本周辺

で季節ごとに発達する 3つの気団のうち,シベリア気

団と小笠原気団の位置関係を模式的に表したものであ

る。

夏の日本付近の季節風を表した図として最も適当な

ものを,次のア～工の中から一つ選んで,その記号を

書きなさい。

ア イ

ウ

ンベリア気曰
′

″

小笙原気日

′ ヽ1'信 気[

低

「

].

ン t́リ ア高気F

t=洋 ぅ気[

低圧部

エ
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2  の(1)～(3)の「"]いに答 _́な さい.
11)太郎さんたちは,刺激を受けとってから,反応するまでにかか

る時間を測定するために,図 1の ように,手をつたいで行 う方法

で調べた。図 2は , このときの刺激や命令の信号の伝 rDり 方の一

部を失印で示したものである。次の会話を読んで,~ドの(D～(4)の

問いに答ぇなさい。

ス トップウォッチ

図 1

市四A

筋 :勺 B

ヽ
『
ッ え

ア 脊髄 筋 内

イ 脊髄 月肖

ウ ‖出 筋 内

エ 11“ 脊髄

．月

´
―
ヽ
、

文中の

文中の

0文 中の に当てはまる語

０

　

０

の組み合わせとして正しいものを,右のアヽエ

の中から一つ選んで,その記号を書きなさい。

一部の矢印は省略し
ている.

]―・

ill

号が

反
応●

枝分かれし,体の細部にまで行き渡つている末梢神経があるみたいだね。
花子 :そ うね。図 1で見ら,れた ような,意識 して起こす反応では,刺激を受けてから反
応が起こるまでに時間がかかるみたいね。無意識に起こる反応 (反射)では,意識

―→ト ―→レ > ―→ト

図 2

太郎 :ヒ 1ヽ の体の中には,脳や脊髄からできている

して起こす反応に比べて,刺激を受けてから反応するまでの時間が

なつているようね。なぜかしら。

太郎 i意識 して起こす反応では,命令の信号が

意識に起こる反応 (反射)では,命令の信
いかな。

花子 :なるほど.

か ら出されるのに対して,無

から出される からじゃな

感
覚
「
Ｆ

渋

膚
市
催

運
動
神
経

“

内

あ

■日■

え
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(D 図 1において,反応するまでにかかる時間を調べているとき,
1人の生徒が誤って,の はしていた自分の腕を山げてしまった。

図 3は,山 げる前の腕の―吉Fを模式的に表したものである。矢印
の向きに腕を曲げたときの,筋内Aと Bの ようすとして最も適当

なも
腐
を,次のア～工の

11か
ら一つ選んで,その記号を書きなさい° 図 3

ア 緩んでいた筋内Aは縮み,縮んでいた筋内Bは緩んだ。
イ 緩んでいた筋 I」 Aは さらに緩み,縮んでいた筋肉Bは さらに縮んだ.
ウ 縮んでいた筋内Aは緩み,緩んでいた筋肉Bは縮んだ。
工 縮・んでいた筋肉Aに さらに縮み,緩んでいた筋内Bは さらに緩んだ。

に当てはまる語を書きなさい。

に当てはまる語を書きなさい.
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(2)花子さんIT,ノ ,の大きさとばねののびとの関係について調べる実験を行い,ノ ー トにまと

めた。下の①～0の問いに答ぇなさい。ただし,100gの物体にはたらく重力の大きさは lN
とする。

花子さんの実験ノートの一部

【行つた操作】

0 スタンド,も のさし,ばねAを用いて,図 1のような装置を組み立てた。
② 図2のように,ばねAの先におもりをつり 1・ げ,ばねAののびを測定した。

O ばねAの先につり下げるおもりの質量を変えて,ばねAののびを測定した。表は,

力の大きさとばねAののびとの関係をまとめたものである。

ス
タ

ン
ド

一
ば
わ

Ａ

は

な

Ａ

の
の

も

の
さ

し

ひ

／
下
―
ト
ー
Ｖ

図 1 図 2

お
も
り

表

力の大きさ〔N〕 02 08

|すれAののび〔cm〕 16 2・ 1 32 10

① 表を参考にして,力の大きさとばねAののびとの関係を表すグラフを解答用紙の図にか
きなさい。

0)図 1のばねAの 先に固体 Bをつリドげたところ,ばねAののびが 20c mになった。固
体 Bにはたらく重力は何 Nか ,求めなさい。

(1〕 ばねAの先につり下げていたおもりをとると,変形していたばねAは も

との形にもどった。この結果を参考にして,図 3の ように,あ る力を矢印

で表した。図3のある力について,最も適当に述べているものを,次のア
～工の中から一つ選んで,その記号を書きなさい。

ア tザねがおもりを引く力で,垂直抗力という。

イ ばねがおもりを引く力で,弾性力という。
ウ おも |,がぼねを引く力で,垂直抗力という。
工 おもりがばねを引く力で,弾性力という。
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(3)図 1は ,ある丘におけるA～ C地点の標高や f′ 置関係をまとめたもので,図 2は , この丘
のA～ C地点における地層の童なり方を表した住状図である。太郎さんと先生が,図 1,2
を見ながら話 している。次の会話を読んで,下の①～0の問いに答ぇなさい。ただし,A～
C地点付近の地層は水平に堆積しており,断層やしゅう由,地居の上下関係の逆転などはな
いものとする。また,凝灰岩の層は 1つ しかないものとする。

8A

じ

凛

:■ ,1

先生 1図 2で示した 5つの堆積岩のうち,

■石ですね.

８

Ｉ

ｒ

ａ
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は火山灰や軽石が堆積 してできた

れき岩の層

疑灰
=の
層

といいます。

太郎 :なるほど。

先生 :それでは太郎さん ,

のように,地層の広がりを知る日印となる層を,かぎ層

の居を基準として,図 2の0～ Cで示したlL岩の

というようになると思います。

層を堆積した順番に並べてみましょう。

太郎 iO～ C)|で示した泥岩の層を,堆積した年代が古い順となるように左から並べると
い

先生 :その通 りですね。

あ

あ

① 文字の
ら一つ選んで書きなさい。

② 文中の

に当てはまる堆積岩を,れき岩,砂井,泥岩,凝灰岩.石 ,火岩の中刀ヽ

|こ 当てはまる内容として正しいものを,次のア～力の中から ―つ選ん
で,その記号を書きなさい.

ア O→⑤→0    ィ 0→O⇒⑤ ウ ⑤―,0→◎
エ

③ 図 1の標高 85m地点でボーリング調査を行った1,合, この地点の地表からの深さが
18mの部分には,何岩の層があると考えられるか,最も適当なものを,次のア～オの中
から一つ選んで,その記号を書きなさい。
ア れき岩    イ 砂井    ウ 泥岩    工 凝灰岩    オ 石灰岩

オ ◎→〇→⑤    カ
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図 1                図 2

太郎 l先生,以前の授業で,地層に火山灰の層などが見つかると,地層の広がりを知る
よい手がかりになることを学びました。 A～ C地点付近の地層には,火 ||」灰が堆

積 してできた■石は見られるでしょうか。
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3 太郎さんは,電流と磁界について調べる実験を行い,ノ ー トにまとめた。下の(1)～(4)の間い
に答ぇなさい。ただし,糸のたるみは考ぇないものとする.

太郎さんの実験ツー トの一部

(行つた操作】

0 図 1の ように,棒磁石のS極側に
糸をつけたあと,糸の一端をスタン

ドにつり下げて,振 り子をつくった。

② 図 2のように,振 り子の真下にコ
イルを置き,オンロスコープにつな
いだ。

0 棒磁石をある程度の高さまで持ち
上げ,静かに棒磁石をはなしたとこ

ろ,棒磁石はコイル上を通過し,オ
シロスコープの画面上には,電流の
ようすが表示された。図 3は,こ の

ときの振り子の動きの一部を模式的

に表したものである。

④ 棒磁石を持ち 巨げる高さは変えず
に,0と 同様の操作を行い,オンロ
スコープの画面 巨に表示された電流

のようすを調べた。

■

底ギ
』Ⅷ

ス
タ

ン
ト

ネ

イ
ル

オ
シ
ロ
ス
コ
ー
プ

＾

図 1 図 2

持ち上げた
■■■

qlt , ir,4 ja+Dijr[i{

__」 ア

図 3

ノ

/

(1)棒磁石のまわりの磁力線を表 した図として最も適当なものを,次のア～工の中から一つ選
んで,その記号を書きなさい。
ア

一 日 日
==コ
・

｀`
・
=・

、`、メ/,′ 1・
/

一 日 ll日 :l三二 :::至 ]`

/1 . ■・
=ヽ

. .ヽ

イ ウ エ

十日獲,の大きさは図4と 同じ,ある.

|

(2)0において,図 4は ,オシロスコープの画面 巨に表示された電流を
模式的に表したものである。図4で示したように電流が流れたのは,

コイルの中の磁界が変化したときに, コイルに電流を流そうとする電

圧が生じたためである。下線部のような現象を何というか,書きなさい。

“
¨
）れ
の
向

き

■
大

き

さ

(3)図 4で示した結果の考察として最も適当なものを,次のア～工の中
から一つ選んで,その記号―を書きなさい。

図 4

ア 誘導電流の大きさは,磁界の変化が大きくなるほど小さくなる。
イ 誘導電流の大きさは,磁石がコイルに近つくときと遠ざかるときとでは異なる.
ウ 誘導電流の向きは,磁石がコイルに近づくときと遠ざかるときとでは異なる。
工 誘導電流の向きは,磁石がコイルに近づくときと遠ざかるときとで同じである。

|十 F.]

(4)④において,図 5は ,オ ンロスコープの画面 liに表示された電
流を模式的に表したものである。④のときの条件は,0の ときの
条件と比べてどのようであったと考ぇられるか,「コイルの巻数」,
「磁石の向き」というilつの語を用いて説明しなさい。ただし,棒
磁石は同じものを用いており, コイルに用いるエナメル線の太さ

は等しいものとする。

-6-
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4_ 花子さんは,植物の葉のはたらきについて調べる実験を行い,ノ ー トにまとめた。あとの(1)
～(3)の問いに答ぇなさい。

花子さんの実験ツー トの一部

【手順】

① ポリエチレンの袋を2枚用意し,
一方を袋A,も う ―方を袋 Bと する.
② 図 1の ように,袋 Aに は空気と
新鮮な植物の業をノヽ、れて閉じる。

袋 Bには空気だけを入れて開じる。

0 図 2の ように,袋 Aと 袋 Bを光
が当たらない暗室に一晩置く.

ビ

ン
チ

コ

ッ
ク ■,

ガ
ラ
ス
せ
と
ゴ
ム
管

袋 A 案 B

空気と新鮮な植物の葉

図 1

空気だけ

図2

0 図 3のように,暗室に置いた袋Aと袋 Bの中の空気を,それぞれ試験管に入れた石

灰水に通し,石灰水の色の変化を調べる.

袋 A 袋 B

「
収
ホ

図 3

【結果】

A″) ¢) を した石 水の方が自くにごっ

-7-
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(1)今回の実験で用いた植物は被子植′|のなかまで,葉に見られた特徴から双子葉類に分類さ

れることがわかった。これについて,次の①,②の問いに答ぇなさい。

① 双了葉類に分類される植物として正しいものを,次のア～工の中から一つ選んで,その
記号を書きなさい。

ア エリ

イ アブラナ
ウ ツユクサ
エ  lヽ ウモ |コ コシ

② 実験で用いた植物の葉に見られた特徴とは, どのような特徴であったと考えられるか,
最も適当なものを,次のア～工の中から一つ選んで,その記号を書きなさい。
ア 葉脈の断面には道管のみが見られ、師管は見らォしなかった.
イ 業脈の断面には師管のみが見られ,道管は見られなかった.
ウ 葉脈が網目状に広がっていた。
工 葉脈が真つすぐ平行になっていた。

(2)次の文中の い に当てはまる語を書きなさい。

今回行った実験では,実験結果の比較のために,調べようとすることがら以外の条ヤ|
をすべて 行っていた。このような実験を いあ

(3)下線部のような結果になった理由についてまとめた次の文中の に当て |■まるは

に当てはまる内容を,「放出」という語を用いたらきの名称を書きなさい。また ,

て書きなさい。

暗室に置いた葉が を行うことによって, ためである。

ヽ
つ
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民
υ 太郎さんと花子さんは,理科室の空気中に含まれている水蒸気量について調

べるために実験

を行い,ノ ー トにまとめた。あとの(1)～(5)の問いに答ぇなさい。

実験ノー トの一部

【目的】

理科室の空気の を調べる。

【手順】

0 室温(理科室の気温)を測定し,セロハンテープをはっ
た金属製のコップにくみ置きの水を入れる.

② コップのTに入れた水の温度(水温)を測定し, このと
きの室温と水温がはぼ同じ温度であることを確認する。

O図 のように,氷片を入́れた試験管をコップの水の中に
入れて水温を |ヽげていき,セ ロハンテープの端やコップ

の水面付近を注意深く観察しながら,コ ップの表面がく

もり始めたときの水温を測定する。

温
度
計

デ
警
管

くみデ争きのスに ¨
′

セ

ロ
ハ
ン
テ
ー
プ

今
Ｈ
製
の
コ
ン
ブ

図

【結果】
・0における水温は20℃であつた。
・0において,コ ップの表面7,く もり始めたときの水温は 10℃であった。

太郎 :右の表は,気温と飽和水蒸気量との関係を

まとめたものだよ。②とOの結果から,実

験を行ったときの理科室の温度について考

えてみよう.

花子 :② と0の結果つ'ら ,理科室の気温は 20て ,

表

は 10℃であることがわかるわね。

S.:,

10 94

12 107

l・ 1 12 1

16 136

18 15.4

17.3

22 19.4

また,表からは,20℃ のときの飽和水蒸気

量が 173g/m・ ,10℃ のときの飽和水蒸気

量が 94g/m'であることがわかるわ。これ

らのことから,実験を行ったときの理科室

の湿度を求める計算式をたてると,次 のよ

うになりそうね。

【計算式l

あ

え

太郎 :そ うだわ.

)×

太郎さんと花子さんは,実験後に次のような会話をした。
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(1)文 中の に当てはまる,水蒸気を含んでいる空気が冷ぇて凝結が始まり,水滴が

でき始めるときの温度を何というか,書きなさい。

13)■ 中の に当てはまる内容として最も適当なものを,次のア～オの

(2)0において,水 ,用 を下げている歳 金属製のコップの表面付近の気温とコップの中の水温

は,ほぼ同じ温度であったと考ぇられる。このように考えられるのは,金属がもつどのよう

な性質によるものか,説明しなさい。

中からそれぞれ一つずつ選んで,その記号を書きなさい。

ア 9.4〔 g/m句

イ 17.3〔 g7m=〕

ウ 10〔℃〕

工 20〔で〕

オ 100

(5)実験を行った翌日の早朝,大郎さんが住んでいるP地区と,花子さんが住んでいる0地区
の気温はほぼ同じ温度であったにも関わらず, P地区では霧が発生していたが,0地区では

n 実験を行ったときの理科室の湿度は何%か ,小数第 1位を四拾五入して,整数で求めなさい。

霧が発生 していなかった。このようになった理由についてまとめた次の文中の

当てはまる語を書きなさい。

|こ

P地区の空気 1111'中 に含まれていた水蒸気量が,0地区の空気 lm'中に含まれて い
た水蒸気量よりも お , P地区では , あ に達していたためである。
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G' 花子さんは,化学変化と熱の出入りについて調べるために先生と実験を行い, ノー トにま
とめた。 ドの(1)～ (4)の「.]い に答ぇなさい。ただし,水の温度や空気中の気体は,実験の結果
に影響しないものとし,温度に関係なく起こる水の蒸発は考ぇないものとする。

花子さんの実験ノー トの一部

≪実験 1≫

試験管に塩化アンモニウム 1.008と 水酸化バリウム 3.00g

の混合物を入れ,塩化アンモニウムと水酸化バリウムの混合

物 400gの温度を測定した。その後,図 1の ように,水 1.00
gを力」ぇて,ふたなどはせずに,再び温度を測定した。
≪実験 2≫

蒸発皿に粉末状の酸化カルシウム 3.00gを 入れ,酸化カル

シウムの温度を測定した。その後,図 2の ように,水 100g

を加えて,ふたなどはせずに,再び温度を測定した。

【結果】

実験 1,2において,表は,水を加ぇる前後の温度をまとめ

たものである。

表

実験 1 実験 2

水を加える前の温度〔℃〕 22 4 21.7

水を加えた後の温 1・・〔て〕 35 698

換気 を よ く し.
保護眼鏡をかけ
て行つた.

'末
人の

'化
カルレワム

図 2

桐

ビ
〓
―

i化アン■=ウ ムと水政化

図 1 
′` リウムの混合1',

た

発
|ll

・
ヽ

一ヽ

・、
／
・小

花子 :表の結果から,実験 1,2では,温度変化をともなう化学変化が起きたことがわか

りまう
｀
。

先生 :そ うですね。実験 2で起きた化学変化は,発熱反応,11(熱反応のうち, どちらの反

応であったと考ぇられますか。

花子 :水を加ぇたことで と考ぇられます。

先生 :その通りですね。実験 2の ような温度変化をともなう化学変化は,化学かいろでも

兄られます。化学かいろのしくみについて調べてみましょう。

あ

花子さんと先生は,実験後に次のような会話をした。

に当てはまる内容を,「温度」という語を用いて書きなさい。ただし,発

(1)実験 1において,試験管の中に水を力|ぇ ると,特有の刺激臭をもつ気体が発生した。この

気体の化学式を書きなさい。

(2)実験 1において,温度変化が見られていた間,試験管内の物質の質量は,5.008よ りもし

だいに小さくなったと考えられる。このように考ぇられる理由を,発生した気体の名称にふ

れながら,「試験管の中」という語を用いて説明しなさい.

(3)文 中の

熱反応であったのか吸熱反応であったのかを明確にし,具体的な数値については書かないこと.

(4)市販の化学かいろには,鉄粉,活性炭,食塩水などが含まれている。化学かいろについて

まとめた次の文中の

で書きなさい。

に当てはまる語を,鉄粉,活性炭,食塩水の中から一つ選ん

に当てはまる化学変化の名称を書きなさい.

化学かいろ|■ , が さ:れる ときに生じる熱を利用したものである。

ヽ
『
ッまた ,
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